
平成２６年度実施 行政提案型協働事業 事業提案一覧 

平成２５年１０月１日現在 

 事業名 提案課名 事業の目的・概要 提案団体名 新規・継続 

１ 感覚統合療法普及事業 こども家庭課 

発達障がいの特性としてある特異な感覚の問題に対して、前庭感覚

や固有覚、五感を刺激する活動を行うことで楽しみながら自分のから

だを知り、他のさまざまな療育アプローチと組み合わせることで子ど

もたちの発達を促すことが出来る感覚統合療法の普及のため、平塚市

発達支援室くれよんのホールを利用して感覚統合療法を体験・研修・

実践する場を提供することにより、保育・療育関係者、教育関係者が

ともに理解を深め、子ども達への発達支援に役立てる。 

ひろげよう子

育て支援の会 
新規 

２ 外国籍市民支援放送事業 文化・交流課 

緊急災害時等に、外国籍市民に対し的確な情報発信が出来るようにする

ため、バリエーションを持たせた多言語による緊急時対応録音放送を用

意するとともに、日頃から外国籍市民にとっても有益で信頼のできる地

域情報が発信される多言語ラジオ放送を実施する。そのために、市民活

動団体との協働関係により、複数の情報発信コーディネーターを用意し、

緊急災害時等にも滞りのない情報提供ができる体制を強化する。 

多文化共生ひら

つか情報局 

継続 

（２年目） 

３ 食品の放射性物質簡易検査 市民情報・相談課 

消費者である市民の食に対する不安を解消するため、消費者庁及び独立

行政法人国民生活センターから放射性物質検査機器 1台の貸与を受け、

市民が持ち込んだ市民が消費する食品（お米、野菜等）の放射性物質簡

易検査を実施する。 

NPO 法人ひら

つかエネルギー

カフェ 

継続 

（２年目） 

４ 
応急手当普及・啓発事業 

（応急手当講習会等の実施） 
消防救急課 

市民の救命率向上のため、応急手当普及員として平塚市が行う普通救

命講習会・応急手当講習会を実施し、応急手当の普及・啓発を図り、

市民が安心で安全な生活できるまちづくりを目的とする。 

ひらつか応急

手当協力会 

継続 

（３年目） 

 


